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トピックス2　電力効率を大幅に改善するコンピュー タ開発
2010 年 8月 6日、米国国防総省高等研究計画局（DARPA）は、Ubiquitous High Performance 
Computing（UHPC）プログラムを開始し、実行主体として 5組織を公式に発表した。UHPC プログラム
の目標は、現在のシステムよりエネルギー効率を大幅に改善し、プログラム化が容易な新しいコンピュー
タアーキテクチャとプログラミングモデルを開発することである。UHPCで開発するシステムの性能目標
は、LINPACKベンチマークで 1ペタFLOPS、電力効率目標は、50GFLOPS/Wである。電力効率目標
は、TOP500、GREEN500リスト（2010年 6月時点）で 1位のシステムと比較すると、それぞれ約 200
倍、65倍の改善に相当する。プロトタイプは 2018年までに完成する予定である。
米国国防総省高等研究計画局（DARPA）は、2010
年 8 月 6 日に Ubiquitous High Performance Comput-
ing （以下UHPCと略す） というプログラムを開始した。
2010 年 3 月に公募を開始したもので、この度、実行主
体として 5 組織を公式に発表した 1）。
UHPC プログラムの目標は、コンピュー ティングを電
力効率（エネルギー効率）の面で大きく改革し、プログ
ラム化が容易な新しいコンピュータアーキテクチャとプ
ログラミングモデルを開発することである。UHPC の対
象は、大量のストリ ミーングデータの処理、大規模グラ
フの処理など、国防総省（DoD）における高性能コンピ
ュー ティング処理を必要とする様 な々領域である1、2）。
UHPC で開発するシステム（以下、UHPC システム
とする）のハードウェア諸元における性能目標は、
LINPACKベンチマークで 1 ペタ FLOPS 注 1）（1 筺体
あたり）、電力効率注 2）目標は、50GFLOPS/W（1 筺体
あたり）である 2）。図表は、スー パ コーンピュー タの性能
を競うTOP500リスト、電力効率を競うGREEN500
リスト3）の 2010 年 6 月時点で、それぞれ 1 位にランク
されたシステムの電力効率と、UHPC システムの目標
との差である。UHPC の目標は、それぞれ約 200 倍、
65 倍の改善に相当する。
一方、プログラム作成の容易化については、ハ ドー
ウェアの詳細な知識がなくても並列プログラミングがで
きることを目指している。
UHPC プログラムは、UHPC システムのコンセプト設
計から始まり、プロトタイプ完成までを4フェー ズに分け
て進め、プロトタイプは 2018 年までに完成することとし
ている。今回選定された実行主体は、フェー ズ 1（24 か月）
とフェー ズ2（24 か月）を担当する。フェー ズ2 の結果によ
って、その後のファンディングや研究計画が決められ、第
3、4フェー ズ に向けたプロポーザルの公募が行われる。
本プログラムの実行主体は、大きく2 つの作業チ ムーに
分けられる。複数チ ムーからなるUHPCシステム開発チー
ム（今回は4チ ムーの実行主体が選定された）と他方は1チ
ムーの評価チ ムーである。評価チ ムーは、開発中のシステ
ム評価に使用するアプリケ シーョン・ベンチマ クー・評価尺
度を開発する。開発チ ムーとして今回選定された組織は、
Intel Corporation、NVIDIA  Corporation、MITコンピュー
タサイエンス・人工知能研究所、サンディア国立研究所で
あり、評価チ ムーはジョー ジア工科大学がリー ダー である。
DARPA は、2010 年 6 月に Omnipresent High Per-
formance Computing（OHPC）プログラム の公募も開
始している。OHPC プログラムは、超大規模コンピュ
ーティングへ向けた新研究を目標にし、UHPC プログ
ラムとの連携が明示されている 4）。
なお、DARPAの研究が成果に結び付いているこれ
までの例としては HPCS（High Productivity Comput-
ing Systems）プログラムがある 5）。
注 1：FLOPS（フロップス）：コンピュータの処理速度を
表す単位であり、ペタFLOPS（フロップス）は 1秒間に
1千兆回の浮動小数点演算を行うコンピュータ能力。
注 2：電力効率 : 性能（FLOPS）/電力（ワットW）として
算出。
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図表　UHPCの電力効率と現状システムの比較 
